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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月28日(2021.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検眼の眼底画像を処理する眼底画像処理装置であって、
　前記眼底画像処理装置の制御部は、
　眼底画像撮影部によって撮影された前記眼底画像を取得し、
　機械学習アルゴリズムによって訓練された数学モデルに前記眼底画像の少なくとも一部
を入力することで、前記眼底画像の少なくとも一部に存在する動脈と静脈の検出結果を取
得することを特徴とする眼底画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の眼底画像処理装置であって、
　前記数学モデルは、過去に撮影された被検眼の眼底画像を入力用訓練データとし、且つ
、前記入力用訓練データの前記眼底画像における動脈と静脈を示すデータを出力用訓練デ
ータとして訓練されており、
　前記数学モデルに１つの前記眼底画像が入力されることで、動脈と静脈の検出結果が取
得されることを特徴とする眼底画像処理装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の眼底画像処理装置であって、
　前記制御部は、
　取得した前記眼底画像の領域内の一部に関心領域を設定し、
　前記数学モデルに前記関心領域の画像を入力することで、前記関心領域に存在する動脈
と静脈の検出結果を取得することを特徴とする眼底画像処理装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載の眼底画像処理装置であって、
　前記制御部は、
　前記眼底画像の領域内のうち、乳頭を中心とする領域を前記関心領域として設定するこ
とを特徴とする眼底画像処理装置。
【請求項５】
　被検眼の眼底画像を処理する眼底画像処理装置によって実行される眼底画像処理プログ
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ラムであって、
　前記眼底画像処理プログラムが前記眼底画像処理装置の制御部によって実行されること
で、
　眼底画像撮影部によって撮影された前記眼底画像を取得する画像取得ステップと、
　機械学習アルゴリズムによって訓練された数学モデルに前記眼底画像の少なくとも一部
を入力することで、前記眼底画像の少なくとも一部に存在する動脈と静脈の検出結果を取
得する動静脈検出結果取得ステップと、
　を前記眼底画像処理装置に実行させることを特徴とする眼底画像処理プログラム。
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